
  

★ 「感動」が、２学期のキーワード ★ 

   ２学期は、「感動」をキーワードに教育活動を進めて

います。自分が感動すること、相手を感動させることを

意味しています。２学期は、行事が多く、校外での活動

も多くなります。そこで、子どもの感動体験が増えると

予測しました。また、外部の大人と接することも多くな

り、子どもから感動を与えることもあると考え、「感動」

をキーワードとして設定した訳です。 

   さて、先日本を読んでいると、右の文に目が留まり考

えを深めました。著者は、脳の研究をしている医師です。

科学的根拠のあるものと考えます。「感動」には、力があるのだと思いました。感動体験を重視して２学期

のキーワードとしましたが、脳機能を高める効果もあることに「応援」をもらったように感じました。私

たちの教育活動に新たな意義を見付けました。 

ところで、１学期の教育活動のキーワードは、「慎独（しんどく）」でした。「慎独」とは、たった一人

であってでも正しい行動をすることです。１学期は、慎独をキーワードに教育活動を行ってきました。子

どもにも、「慎独」という言葉が、定着しつつあります。同じように「感動」も、子どもの中に定着してく

れればと期待をしています。 

  この本の中で林医師は、脳に悪い７つの習慣を取り上げていますが、脳に良い習慣もいくつも取り上げ

ています。日々の教育活動の参考になるようなことが多くありました。教師として、視野を広げること、

学び続けることをしていきたいものです。                 【文責  森  昭二】 
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○ウルトラクリーン隊発表 
【11 月 10 日】 

放送朝礼でウルトラクリーン隊による「おそうじ 

名人」の発表とクイズが行われました。 

総勢 59 名の児童が掃除の上手な「おそうじ名人」 

として選ばれ、一人一人の名前が発表されました。 

クイズでは、雑巾の正しい 

絞り方や拭き方等が出題され、 

写真を見ながら掃除の上手な 

こつを確認しました。 

 

☆日頃から、多くの児童が朝の自主清掃にも取り組ん

でいます。特に靴箱付近は、落ち葉がたまりやすいで

すが、毎朝きれいにしてくれるおかげで、みんなが気

持ちよく登校することができています。 

感動しないと脳は鈍る 

 脳にとって、人の話を聞いたときや新しい

知識に触れたときなどに、素直に「すごいな」

と感動することは非常に大切です。これは、

Ａ10 神経群に感動をつかさどる「尾状核」が

あり、気持ちを動かすことができると、判断

力と理解力が高まるからです。「感動する力」

は、脳をレベルアップさせるのです。 

林成之『脳に悪い７つの習慣』幻冬舎新書 


